
 
【第５学年 単元「てこのはたらき」】
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 「棒状のお菓子を２ 人で分けるとき、長くもらうにはどうしたらよ

いか。」という問いかけを単元末におこない、てこの原理と結びつけ

て考えるようにすることがねらいです。日常の現象とつなぐことで、

興味をもって考えることができるはずです。 

ねらい

□  棒状のお菓子 

準備・材料等

【こんな場面で使えば こんな子どもが】 

① 単元の終末場面で、生活との関連化を図りたい 

・単元の終末で活用することによって、「身近なところにも、てこの

原理がはたらいているんだ」という意識が生み出せます。 

② 思考場面で、さまざまな試行錯誤をさせたい 

・試行錯誤するなかで真実を見つけ出し、そのことを理論づけして

いくことができます。試行錯誤の楽しさと探究心を引き出すことが

できます。 

 「（作用点に加わる力）×（作用点と支点の距離）

＝（力点に加わる力）×（力点と支点の距離）」この

てこの原理にあてはまる支点で、棒状のお菓子が割

れることになります。ですから、加える力が小さい

ほど長くもらえるのです。 
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